
徳島市都市計画マスタープラン策定に向けた

第１回（テーマ：地域の魅力や課題について）

令和３年１１月１４日

１ 開会

２ 事前説明

３ ワークショップ

４ 全体総評・挨拶

５ 事務連絡

６ 閉会

【本日の流れ】
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事前説明
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徳島市都市計画マスタープランとは

○都市計画法第18条の２

「市町村の都市計画に関する基本的な方針」

○市における都市計画の運用の基本的な

考え方を示すもの

○都市政策・都市整備分野の施策を

方向付ける基本的な計画

○計画期間：概ね10年間

（R５～）

 平成11年３月 徳島市として初めての
都市計画マスタープランを策定

 平成24年３月 現行マスタープランを策定
（目標年次：平成32年(令和２年)）
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徳島市都市計画マスタープランの位置づけ

徳島市都市計画マスタープラン

上位計画（市が定めるもの） （県が定めるもの）

徳島市総合計画２０２１
－水都とくしま「新創造」プラン－

徳島東部都市計画区域
マスタープラン

反 映

徳島市立地適正化計画

連携・
整合 主な関連計画

【中心市街地活性化】
徳島駅周辺まちづくり計画

ひょうたん島川の駅ネットワーク構想
中心市街地活性化基本計画(予定)

【福祉・子育て】
子ども・子育て支援事業計画

地域福祉計画
障害者計画及び障害福祉計画

高齢者福祉計画及び介護保険事業計画

【地域公共交通】
地域公共交通網形成計画
自転車活用推進計画
交通局経営計画

【防災・減災】
地域防災計画
津波避難計画

地震・津波対策行動計画
耐震改修促進計画

【財 政】
公共施設等総合管理計画

【教育・保育】
教育振興基本計画

市立教育・保育施設の新たな再編計画

【住 宅】
空家等対策計画
住生活基本計画

【健 康】
健康づくり計画

【環 境】
環境基本計画

地球温暖化対策推進計画

（市が定める都市計画）

・地域地区
・都市施設
・市街地開発事業 ほか

（県が定める都市計画）

広域的・根幹的都市計画
に関わるもの

反
映

連携・
整合

反
映

【上下水道】
水道ビジョン２０１９
公共下水道事業経営戦略

徳島市国土強靱化
地域計画
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全体の構成

徳島市都市計画
マスタープラン

都市づくりの理念・目標

地域のまちづくり方針（地域別方針）

構成

都市づくりの基本方針（全体方針）

都市づくりの基本方針（全体方針） 地域のまちづくり方針（地域別方針）

【現行プランの分野】
①土地利用
②都市交通体系
③水と緑の都市環境
④都市景観形成
⑤都市防災
⑥住環境整備
⑦協働によるまちづくり
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社会経済情勢の変化 関連法規などの改正 上位関連計画の策定・改定ま
ち
づ
く
り
事
業
の
進
捗

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
進
捗

平成24年３月 都市計画マスタープランの策定

策定の背景

住宅分野
空き家特措法(H26）

水・緑分野
都市緑地法等の一部改正(H29)

土地利用分野
都市再生特別措置法改正
(コンパクトシティ追加：H26)
(都市のスポンジ化対策追加：H30)
(まちなかのにぎわい創出追加：R２)

防災分野
国土強靭化基本法(H25）
都市再生特別措置法改正
(自然災害への対応追加：R2)

人口減少、
少子高齢化の進行

自然災害の激甚・
頻発化

脱炭素社会への転換

徳島市総合計画 2021 －
水都とくしま「新創造」
プラン－（R３.3月）

都市のスポンジ化、
空き地・空き家の増加

新たな都市計画マスタープランの策定（見直し）へ

技術革新への期待
（情報通信技術等）

新型コロナウイルス
感染症の感染拡大

交通分野
地域公共交通の活性化及び再生に
関する法律改正(R2）

徳島市立地適正化計画
（コンパクトシティの
計画）（H31.３月）

徳島市地域公共交通網
形成計画（R２.３月）

徳島市空家等対策計画
（H30.３月）

徳島市国土強靭化地域
計画【令和２年度版】
（R３.３月）
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徳  島  市 

 

【徳島市都市計画マスタープラン策定委員会】 

    会  長：市長 

     副会長：第一副市長及び第二副市長 

     委  員：部長級         計１８人 

【 幹 事 会 】 

幹 事 長：企画政策部長 

副幹事長：企画政策部副部長 

幹   事：副部長級       

計２４人 

  【 市 民 会 議 】 
委員：学識経験者、関係行政機関 

                  公共交通事業者  
                  関係団体代表       １６人 

 

【徳島市 

都市計画審議会】 

 

【市議会】 

意見 

提案 

意見 

意見 

報告 

意見 

【事務局】 

都市計画課 

【 市民 】 

 アンケート調査 

 市民ワークショップ

（地元意見聴取） 

 パブリックコメント 

  など 

【計画策定業務 

委託業者】 

策定体制



年度 令和２ 令和３ 令和４

月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

基礎調査
計画策定

アンケート
調査
（市民・事業
所・大学生）

市民ワーク
ショップ
（地元意見
聴取）

策定委員会
(庁内組織)

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

市民会議 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

都市計画審議
会

①

パブリックコ
メント

★

現状調査、現行プランの進捗調査、課題整理

調査票作成・
発送準備

調査実施
回収・入力

分析
報告書作成

1巡目 ２巡目

【今回】
令和３年10月26日（火）～
11月26日（金）

素案作成 とりまとめ

公表

策定スケジュール

【次回】
令和４年１月19日（水）～
2月18日（金）
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市民ワークショップ（地域別意見交換会）の位置づけ

 「地域のまちづくり方針」の策定に向けて、各地域の住民の意見を広く取

り入れる。

 地域の魅力や課題に関して、地域住民と意見交換を行い、その成果を徳島

市都市計画マスタープランの「地域のまちづくり方針」に反映させる。

 地域住民が、地域の課題解決やまちづくりに関心を持つ契機とし、地域と
の連携・協働のまちづくりを推進する。

目的

市内を９地域に区分（Ａ～Ｉ）し、

各地域で２回ずつ、

延べ18回の市民ワークショップ

（地域別意見交換会）を開催

開催
区分

テーマ

第１回：地域の魅力や課題

第２回：地域のまちづくりの
方向性

【開催区分】
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本日のワークショップの進め方

１ 自己紹介 （発表者の決定含む）

２ 意見交換：地域の魅力や課題

⇒青色のカード：地域の魅力や資源

赤色のカード：地域に起こっている変化や課題

緑色のカード：住みたいまちのイメージ

※各自記入後、説明、机上の地図に貼り付け、

意見交換

⇒各自のカードの分類整理、班の意見のまとめ
（休憩：5分）

３ 各班の発表
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ワークショップの進行
は、各班に配置された
ファシリテータが
行います。



本日のワークショップの進め方

１ 自己紹介 （発表者の決定含む）

２ 意見交換：地域の魅力や課題

⇒青色のカード：地域の魅力や資源

赤色のカード：地域に起こっている変化や課題

緑色のカード：住みたいまちのイメージ

※各自記入後、説明、机上の地図に貼り付け、

意見交換

⇒各自のカードの分類整理、班の意見のまとめ

（休憩：5分）

３ 各班の発表

目安
５分
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本日のワークショップの進め方

１ 自己紹介 （発表者の決定含む）

２ 意見交換：地域の魅力や課題

⇒青色のカード：地域の魅力や資源

赤色のカード：地域に起こっている変化や課題

緑色のカード：住みたいまちのイメージ

※各自記入後、説明、机上の地図に貼り付け、

意見交換

⇒各自のカードの分類整理、班の意見のまとめ

（休憩：5分）

３ 各班の発表

目安
５０分
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本日のワークショップの進め方

１ 自己紹介 （発表者の決定含む）

２ 意見交換：地域の魅力や課題

⇒青色のカード：地域の魅力や資源

赤色のカード：地域に起こっている変化や課題

緑色のカード：住みたいまちのイメージ

※各自記入後、説明、机上の地図に貼り付け、

意見交換

⇒各自のカードの分類整理、班の意見のまとめ

（休憩：5分）

３ 各班の発表
各班６～７分
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ワークショップのルール

１ 話したいことは、なんでもカード（ふせん）に

書きましょう！

２ 意見をはっきり、わかりやすい言葉で、

手短に発言しましょう！

３ 参加者相互の立場を尊重し、

異なる意見にも耳を傾けましょう！

４ みんなで協力して進めていく気持ちを

大切にしましょう！
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事務連絡
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次回のワークショップ

１ 日時 令和４年１月23日（日） 10：00～

２ 場所 川内公民館

３ テーマ 地域のまちづくりの方向性

①第１回意見交換会の振り返り

②まちづくりの方向性（案）に対する意見交換

③まちづくりのキャッチフレーズに対する意見交換

（○○○と○○○を活かしたまちづくり など）
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